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 この遺跡の墓にめぐらせた石の配置(右写真、配
はい

石
せき

墓
ぼ

)

からは、鎌倉時代から室町時代に造られた墓地の景観が

うかがえます。中世の墓の多くは、石を配置しない土壙募
ど こ う ぼ

であるのに対し、この堀Ⅰ遺跡の墓地は石で四角く区画

されていました。このことから墓に埋葬された人々は、

有力者層であったと考えられます。 

 配石墓の北側には、塚状の遺構
い こ う

があり、塚の内部には

多数の蔵
ぞう

骨器
こ つ き

が密集して埋葬されていました。蔵骨器に

は、13 世紀から 14 世紀の壺（珠洲焼や八尾焼、瀬戸焼、

越前焼）やそれにかぶせる蓋
ふた

（珠洲焼や八尾焼の鉢）な

どが見つかった他、灯明
とうみょう

皿
ざら

や杯
つき

に使った中世土師器
は じ き

も出

土しました。また塚の上には、五輪塔
ご り ん と う

などの石造物
せきぞうぶつ

もあ

りました。 

 堀Ⅰ遺跡の北西方には、熊

野神社周辺に密集して形成さ

れる中名Ⅰ遺跡などの遺跡

群、南東方には清水島Ⅱ遺跡

があり、古代から中世にかけ

てこの一帯は栄えていたと考

えられています。 


